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1. 序論  
定置網は沿岸に来遊する魚群の入網を待って漁獲を行う典型的な受動漁具で
あり、その漁獲量は対象資源の消長に影響を受ける。1) 定置網漁業の対象資源の


































































はブリが48.8%、クロマグロが29.8％、タイ類 (マダイ Pagrus major 、チダイ Evynnis 
tumifrons )が11.3%、サワラ  Scomberomorus niphonius が6.0%、その他が4.1%で
あった。以上より、上位4種 (ブリ、クロマグロ、タイ類、サワラ)を主要魚種と決定した。
また、日本全国における大型定置網の漁獲物組成をFig.5に示す。各魚種の割合
はマイワシ Sardinops melanostictus が22.1%、サバ類  Scomber spp. が19.1%、ブ


























Fig.1 調査漁場の場所  
 
 




















Fig.4 2015～2018年における調査漁場の漁獲物組成  
 
Fig.5 2015～2018年における日本全国の大型定置網の漁獲物組成  
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Fig.6 2015～2020年における追良瀬漁場の漁獲部位ごとの漁獲割合  
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れている第 2箱網沖側で最も多く出現した魚種はトビウオ類  Cypselurus spp. で1
時間あたりの出現個体数は49.1個体であった。次いで、ブリが23.7個体、ゴマフグ 
Takifugu stictonotus が3.4個体、シマフグ  Takifugu xanthopterus が1.5個体であ
った。第2箱網陸側で最も多く出現した魚種も、第2箱網沖側と同様にトビウオ類で1
時間あたりの出現個体数は69.5個体であった。次いで、ブリが3.5個体、シマフグが



















































































Fig.10 第2箱網沖側の水中カメラで観察されたブリ魚群 (2019年5月15日 ) 
 










































Fig.12 増設金庫網の設置位置  
 
 
増設金庫網             既存の金庫網              第2箱網  
Fig.13 操業実験の漁獲部位ごとの漁獲物組成  
  
 

















































































































































Fig.15 2段箱網の二つのタイプ (平元  1997) 
 
 
Fig.16 追良瀬漁場の2段箱網の形状  
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